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八
九
0
年
代
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
と
背
景

|
|
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
と
一
八
九

0
年
代
論
争

け
ー
ー

田

中

真

晴

，:i 

し

1J' 

き

プ
レ
ハ

l
ノ
フ
が
一
八
八
八
二
八
五
年
に
つ
一
く
り
だ
し
た
ロ
ジ
ア
資
本
主
義
発
展
論
心
内
容
は
す
で
に
述
べ
た

G

わ
た
く
し
は
そ

の
さ
い
、
行
諭
の
道
す
が
ら
に
お
い
て
、
内
容
の
再
杭
成
心
仕
方
に
治
い
て
、
プ
レ
ハ

I
ノ
プ
の
思
想
と
論
理
の
特
質
に
論
及
す
る
と

こ
ろ
が
あ
ワ
た
。
し
か
し
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
の
忠
燃
と
論
坦
心
特
質
を
正
出
か
ら
と
り
あ
げ
る
己
と
は
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
モ

の
仕
事
は
、
プ
レ
ハ

1
ノ
フ
の
先
駆
的
労
作
の
み
な
ら
ず
、
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
の
成
熟
期
の
諸
労
作
が
知
ら
れ
、
か
れ
の
経
済
思
怨
の
全

ぼ
う
が
あ
4
d
r
b

か
に
た
っ
て
は
じ
め
て
、
果
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
前
稿
ま
で
で
、
。
フ
レ
ハ

1
ノ
フ
の
先
駆
的
ロ
シ
ア
資

本
主
義
論

ω研
究
を
沿
わ
り
、
本
稿
以
降
、
。
フ

ν
ハ
1
ノ
フ
研
究
の
第
二
郎
・
。
フ
レ
ハ

1
ノ
フ
白
成
熟
期
金
中
心
と
す
る
引
究
に
移
る
。

プ
レ
ハ

1
ノ
フ
の
成
熟
期
と
い
う
言
葉
位
、
か
れ
の
思
銀
全
体
に
つ
い
て
用
い
る
に
し
て
も
、
わ
た
く
し
の
同
組
と
す
る
か
れ
の
経

済
思
組
、
と
り
わ
け
ロ
ジ
ア
資
本
主
義
論
・
ロ
ジ
ア
社
会
論
に
つ
い
て
用
い
る
に
し
て
も
、

PH明
的
な
概
念
で
は
な
く
、
説
明
を
必
要

と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
説
明
は
、
研
究
に
さ
き
だ
っ

τあ
b
か
じ
め
与
え
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
研
究
と
論

一
八
九
心
年
代
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
と
背
景

第
九
十
二
巻

ノk

第
冗
目
。



一
八
九
0
年
代
ロ

γ
ア
資
本
主
義
論
争
の
軒
徴
と
背
景

節
九
十
二
巻

ノ一、

第
五
号

述
自
体
の
な
か
で
は
じ
め
て
具
体
的
に
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
プ
レ
戸

l
ノ
フ
の
成
熟
期
と
い
う
語
に
よ
っ
て

わ
た
く
L
が
考
え
て
い
る
の
は
、
ほ
ぼ
一
八
九

O
年
ご
ろ
か
ら
心
、
す
た
わ
ち
プ
レ
山
1
ノ
フ
が
三
十
歳
台
の
半
ば
に
越
し
た
己
ろ
か

ら
の
時
期
心
己
と
で
あ
る
己
と
だ
け
を
云
っ
て
ゐ
き
た
い
。
プ
レ
ハ
1
ノ
フ
は
モ
の
こ
ろ
か

b
、
史
的
唯
物
論
を
中
心
と
す
る
哲
学

ω

分

野

に

、

そ

れ

上

り

も

平

宇

治

く

れ

て

で

は

あ

あ

が

女

学

芸

術

論

心

分

野

に

、

ロ
シ
ア
思
想
史
の
分
町
に

注
目
す
べ
き
労
作
を
発

表
し
は
じ
め
た
。
八

0
年
代
の
労
作
を
重
要
視
し
、
そ
と
に
プ
レ
ハ

l

ノ
フ
の
以
後
の
展
開

ω
起
点
を
見
る
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
土

張
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
プ
レ
ハ

l

ノ
フ
が
史
的
唯
物
論
を
中
心
と
す
る
諸
研
究
に
沿
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
担
論
家
と
し
て
成

熟
し
た
の
は
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
も
で
あ
っ
た
。
経
済
思
想
の
成
熟
と
い
う
慨
念
は
、
プ
レ
ハ

l
フ
の
思
想
全
体
の
、
マ
ル
ク
月
土

義
理
論
家
と
し
て
の
成
熟
と
い
う
概
念
以
上
に
説
明
士
必
要
と
す
る
が
、

こ
こ
で
は
。
フ
レ
ハ
1
ノ
フ
が
、
八

0
年
代
に
か
れ
が
う
ち
出

し
た
ロ
シ
ア
資
本
主
義
発
展
論
(
H
H

ロ
シ
ア
資
本
主
義
化
論
)
を
、
も
ち
ろ
ん
保
持
し
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
た
〈
、
ロ
シ
ア
社
会
論

ロ
シ
ア
の
伝
来
的
な
社
会
構
造
の
組
理
一
的
特
殊
川
口
の
問
題
に
も
限
士
む
け
た
の
が
主
と
し
て
九

0
年
代
以
後
で
あ
っ

と
も
い
う
ベ
き
、

た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
プ
レ
ハ

l

ノ
フ
の
ロ
シ
ア
論
は
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
さ
し
く
プ
レ
ハ

I
ノ
ア
的
な
る
も
白
と
し
て
姿
を

整
え
る
白
で
あ
る
。
モ
し
て
そ
れ
は
、
史
的
唯
物
論
の
プ
レ
ハ

1
ノ
フ
的
解
釈
に
関
連
し
、
ま
た
か
れ
の
ロ
ジ
ア
史
た
ど
へ
の
研
究
領

成
山
拡
大
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
モ
の
意
味
に
お
い
て
、
プ
レ
ノ
1
ノ
フ
白
経
祈
思
想
の
成
熟
は
、
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
の
思
想
成
熟
を
基

撚
と
し
そ
の
一
環
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
論
述
の
い
ま
の
段
階
に
沿
い
て
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
暫
定
的
、
仮
設
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

τ、
ノ
レ
ハ

l
ノ
フ
研
究
の
第
二
部
と
し
亡
予
定
し

τ
い
る
諸
論
稿
に
お
い
て
そ
心
内
容
が
具
体
化
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
レ
ハ

l
ノ
フ
心
思
想
的
・
経
済
思
想
的
成
熟
は
一
八
九

0
年
代
の
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
を
背
景
に
し
て
い
た
。
一
和
、



背
景
と
し
て

H
た
だ
け
で
な
く
、
か
れ
自
身
が
論
争
に
参
加
し

L

モ
こ
に
拠
出
主
れ
に
問
題
に
対
決
し
て
ゆ
く
過
程
に
わ
い
て
、
思
想

的
・
経
済
思
想
的
w
作
成
熟
し
て
W

っ
た
と
勺
立
へ
き
点
が
あ
る
。
モ
れ
だ
け
で
は
友
い
。
九

0
年
代
論
争
は
ロ

γ
ア
心
経
済
諸
思
想
が

開
花
す
る
場
で
あ
り
、
と
り
わ
り
デ

ν
ハ
l
ノ
フ
の
研
究
に

b
い
て
と
う
し
て
も
比
較
の
知
一
回
対
象
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

v
l
一一

γ
が
そ
こ
に
笠
場
す
る
と

w
う
芯
味
で
、
重
要
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
た
く
、
あ
る
思
想
な
り
児
論
た
り
の
特
質
な
る
も
の
は
、
暗
示

的
に
せ
よ
明
示
的
に
せ
よ
、

つ
一
ね
に
他
者
と
の
比
軟
を
前
提
と
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
す
な
わ
ち
。
フ
レ
円

l

ノ
ノ
研
究
第
二
郎
の
第
一
稿
に
沿
い
て
は
、
前
稿
「
プ

ν
ハ
I
ノ
ブ
の

μ

シ
ア
資
本
主
義

論
」
に
治
い
て
は
い
り
と
ん
だ
プ
V

ハ
l
ノ
フ
の
内
部
か

b
ひ
と
ま
ず
外
に
出
亡
、
旧
杭
ご
九
世
紀
末
μ

シ
ア
資
木
王
義
論
史
の
研

究
序
説
」
に
接
続
す
る
地
点
か

b
、

一
八
九

0
年
代
の
論
争
を
考
察
し
よ
う
o

プ
レ
ハ

I
ノ
プ
は
ま
ず
群
像
の
ひ
と
り
と
し
て
視
野
に

収
め

b
れ
Q

。
わ
れ
わ
れ
は
、

九

0
年
代
一
ω
論
争
、

ロ
γ
ア
経
済
思
想
の
全
景
心
な
か
で
の
か
れ
の
位
世
と
姿
勢
を
確
認
し
た
、
つ
え

で
、
か
れ
に
近
づ
い

t
ゆ
こ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
木
税
は
プ
レ
ハ

l

ノ
ア
研
究
の
た
ん
な
も
手
段
と
し
て
の
志
味
に
お
い

τ
だ
け
九

0
年
代
論
争
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
品
の
で
は
な
い
。
旧
稲
「
一
九
世
紀
ボ
ロ
シ
ア
資
本
士
義
論
史
臼
研
究
序
説
」
が
、
そ

れ
自
体
と
し
て
は
一
八
七

O
1八
0
年
代

ω
、
プ
レ
〈

l
ノ
フ
以
前
山
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
の
整
理
主
テ
1
7
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

プ
レ
ハ

l
ノ
ブ
白
先
駆
的
ロ
ジ
ア

J

資
本
主
義
発
展
論
研
究
へ
の
序
論
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
杭
は
九

0
年
代
論
争
自
体
を
一
一
ノ
1

7
と
す

る
こ
と
に
よ
ヮ
て
、
プ
レ
ハ

1
ノ
フ
坦
抑
肝
心
祝
出
が
モ
こ
に
す
え
ら
れ
る
己
と
を
期
利
す
る
の
で
あ
る
。

h
A

上
モ
個
別
的
な
る
も
の
の

意
味
は
一
般
的
た
る
も
の
と
の
闘
述
に
沿
い
て
の
み
あ
さ
り
一
か
に
た
7
0
0

一
般
的
な
る
も
の
の
明
日
解
の
度
合
い
は
伺
別
の
理
解

ω
度
令

い
を
規
定
す
る
υ

他
方
で
は
、

一
般
と
の
関
連
に
h-
や
い
て
沿
こ
た
わ
れ
る
州
別
の
究
明
が

一
般
的
な
る
も
の
心

m解
主
、
刷
進
さ
せ
る
。

フ
レ
ハ

l
ノ
フ
心
経
済
思
想
の
桝
造
心
研
究
は
、

ロ
シ
ア
経
済
忠
想
史
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
・
マ
ル
グ
ス
主
義
経
済
思
畑
山
史
訓
先

ω
一
環

一
八
九
0
年
代
ロ
シ
ア
資
木
主
義
論
守
の
判
伐
と
背
景

朗
九
十
二
巻

ノ、

鵠
五
時



一
八
九
〈
以
内
代
ロ
シ
ア
批
判
本
全
r

前
九
十
二
巻

ノ¥

凹

第
五
号

日目

で
あ
り
、
そ
こ
へ
と
成
果
主
投
げ
か
え
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
後
者
心
研
究
が
、
前
者
す
な
わ
ち
ア
レ
ハ

l
ノ
プ

心
経
済
県
組

ω構
造
血
僻
心
前
提
と
な
る
商
を
も
つ
の
一
で
あ
る
。

ω
「プ

ν
、
l
ノ
プ
心
ロ
シ
ア
資
本

1
誌
前
け
、
件
、
同
」
弓
桂
済
論
波
』
八
九
巻
五
日
、
九
つ
粍
凶
号
、
九
一
巻
一
一
ベ
サ
)

ω
わ
た
く
し
は
、
「
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
の
ロ
シ
ア
賢
一
一
不
完
投
諭
」
と
い
う
共
泊
的
出
凶
で
、
ノ
レ
ハ

l
ノ
フ
の
成
熟
期
的
叫
究
(
フ
レ
ハ

l
J
フ
研
究

第
二
郎
)
を
つ
。
つ
け
て
花
去
す
る
心
都
で
あ
っ
た
り
で
、
同
の
お
わ
り
に
(
未
完
〉
と
記
し
た
ω

こ
の
(
未
完
〕
は
と
り
消
し
、
プ

ν
ハ
l
ノ
フ
閉

党
第
一
部
は
い
く
つ
か
の
前
文
と

L
て
内
く
こ
と
に
す
る
。
則
前
同
ま
で
で
相
対
的
に
ま
と
ま
っ
た
第
一
部
と
す
る
と
、
そ
の
標
題
は
「
プ

ν
ハ
l

ノ
フ
の
ロ
〆
ア
資
本
十
一
義
前
」
よ
り
も
「
プ
レ
ハ

l
p
ア
む
先
日
制
的
ロ
ン
ア
資
木
主
川
崎
諭
」
の
ほ
コ
が
ふ
さ
わ
し
い
。

ω
プ
V

ハ
l
ノ
フ
の
忠
加
の
成
熟
と
い
う
の
は
、
わ
た
く
し
が
設
定
し
た
概
念
で
あ
る
。

J

つ
う
に
は
プ
レ
ハ
l
ノ
フ
の
思
想
の
時
期
区
分
は
、
前

柿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
守
経
済
論
波
一
八

A
巻
五
U

一υ
一
一
頁
参
加
)
、
叫
す
ロ
ド
ニ
キ
の
時
期

ω
マ
ル
ク
ス
主
義
の
時
期
川
メ
ン
シ

ェ
ヴ
ィ
キ
の
時
川
左
い
う
分
り
か
れ
K

が
と
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
が
プ

ν
ハ
l
ノ
フ
の
成
熟
朋
と
い
う
の
は
、
れ
の
時
刷
医
分
に
附
す
た
ら
ば
、

ωと
川
刊
に
自
に
る
の
が
凶
と

ω白
人
ト
州
仰
を
ふ
く
む
の
で
は
な
い
。
フ
レ
ハ

l
ノ
ア
の
成
熟
以
乙
い
う
り
は
本
支
で
い
う
よ
う
に
、
マ

ρ
ク
ス
士
、
取
引
川
論

家
と
し
と
の
成
熟
則
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

ωり
う
ふ
り
で
も
九
心
牛
代
以
前
は
そ
れ
に
人
ら
な
い
。
他
h
A
、
成
熟
川
の
下
限
の
規
定
は
阿
批
で
あ
る

が
一
応
第
一
次
ロ
シ
ア

A;
命
以
前
に
か
れ
白
川
訟
は
本
質
附
な
点
で
で
き
上
っ
て
い
た
と
み
た
い
。
プ
レ
円

l
ノ
ア
晩
年
の
出
叫
が
、
一
九

O
三
年

ご
ろ
ま
で
の
そ
れ
に
比
べ

τ変
質
後
退
し
た
か
ど
う
か
は
、
こ
こ
で
は
諭
附
で
き
な
い
ロ
ん
だ
、
通
説
に
お
け
る
プ
V

ハ
1
ノ
ア
の

U
旭
心
時
川
区

分
は
.
フ
レ
ハ
l
ノ
プ
の
党
的
立
場
の
啓
り
を
基
準
之
し
て
お
り
、
思
忠
心
内
容
円
体
を
基
準
と
し
て
い
な
い
点
、
川
ω
拙
か
ら
立
場
を
説
明
す
る
よ

り
も
、
立
場
か
ら
思
想
を
評
師
す
る
点
に
お
い
て
、
総
じ
て
い
え
ば
プ
レ
ハ

i
ノ
フ
に
対
す
る
内
在
的
理
解
の
不
足
と
早
急
に
か
れ
を
「
採
点
」
し

よ
う
と
す
る
傾
向
を
も
っ
点
に
お
い
て
、
納
得
し
が
た
い
も
の
を
も
っ
て
い
お
。

川
刊
寸
純
計
論
説
L

八
九
巻
一
日
所
載
。



九

0
年
代
論
争
の
特
徴
と
背
景

第
二
段
階
で
あ
る
八

0
年
代
K
沿
い
て
は
、

一
九
世
紀
末
の
ロ
γ
プ
資
本
主
義
論
史
の
純
一
段
階
で
あ
る
包

0
年
代
に
沿
い

τは
、
二
つ
の
送
。
可
能
性
心
班
論
が
支
配
し
た
G

ロ
シ
ア
資
本
主
義
没
落
論
と
ロ
グ
ア
資
本
主
義
発
展
論
と
が
対
立
し
た
。
九

0
年
代
は
約

三
段
階
に
あ
た
る
が
、
基
本
的
た
対
立
図
式
は
八

0
年
代
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
発
展
論
対
没
落
論
で
あ
る
つ
モ
の
点
、
九

0
年
代
の
ロ

シ
ア
資
本
主
義
論
予
は
、
八

0
年
代
の
散
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
c

し
か
し
九

0
年
代
心
論
争
は
、
そ
の
矧
般
に
お
い

τ、

条
件
に
お
い
て
、
株
相
に
沿
い
亡
、
八

0
年
代
の
モ
れ
と
は
県
っ
て
い
た
。

第
一
に
、
ロ
グ
ア
資
木
七
L

誌
に
関
す
る
労
刊

ω呈
が
八

0
年
代
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な

b
ぬ
ほ
と
に
増
大
し
た
。
そ
し
て
ほ
ん
と
う

に
論
争
と
い
う
名
に
仰
す
る
論
争
は
九

0
年
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
八

0
年
代
k
b
い
て
は
、
ボ
ー
ロ
ォ

γ
y

フ
プ
ト
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義

ω迎
命
』
は
合
法
文
訟
で
あ
る
が
、

モの一

μ
γ

ア
白
木
主
義
論
hyL
惜
州
し
た
テ
小
ミ

l

ロ
フ
論
文

「
わ
れ
わ
れ
は
中
命
か
ら
な
に
を
期
待
す
る
己
と
が
で
さ
る
か
」
も
、
チ
ホ
ミ

1

ロ
フ
ー
ヴ
ォ
ロ
ジ
ツ
ォ
フ
批
判
の
か
た
ち
で
ロ
ジ
ア

資
本
主
義
発
展
論
主
展
開
し
た
プ
レ
円

1
ノ
フ
『
わ
れ
わ
れ
の
相
違
』
も
、

れ
ジ
ア
に
お
い
て
は
非
合
法
文
書
で
あ
っ
た
。
非
合
法
文

書
に
よ
る
批
判
に
刻
し
て
合
法
文
京
聞
に
恥
い
て
凶
符
ず
る
こ
と
は
あ
り
え
た
い
。
だ
か
ら
論
争
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
は
、
亡
命
革
命

理
論
家
た
ち
の
あ
い
だ
で
の
、
引
合
法
交
芯
に
沿
げ
る
論
引

J

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
資
木
主
義
に
関
す
る
め
ぼ
し
い
展
開
は
つ
い

に
み
ら
れ
去
か
ヮ
た
。
だ
か

b
八

0
年
代
に
は
批
判
と
反
批
判
の
過
程
を
ふ
く
む
芯
味
で
の
本
来
の
論
小
は
な
〈
、
没
十
品
別
論
に
対
す
る

発
展
論
の
対
立
と
批
判
だ
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

九

0
年
代
に
は
す
ル
グ
ス
主
義
理
論
凶
側
心
労
作
も
、
政
治
に
触
れ
ぬ
「
純
学
問
的
性
格
L

の
も
の
に
限
っ
て
、
し
か
し
モ
れ
で
も

一
八
九
心
年
代
ロ
シ
ア
資
本
ゴ
義
前
中
の
特
徴
と
背
景

第
九
十
一
一
巻

ノ¥

五

第
五
号

十
」ム



し
ば
し
ば
然
圧
を
蒙
り
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
合
法
出
版
物
と
し
て
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
白
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
己

一
八
九
U
年
代
目
シ
ア
資
十
三
ヰ
誕
論
争
の
特
徴
と
背
景

第
九
十
二
番

第
五
口
。

れ
に
よ
っ
て
合
法
出
版
物
を
鉾
台
と
し
℃
ロ
ジ
ア
資
本
主
義
論
争
が
展
開
さ
れ
る
可
能
性
が
ひ
ら
一
か
れ
た
。
ス

I
ル
l
ヴ
ェ

「
ロ
シ
ア

の
経
済
的
発
展
の
問
題
に
た
い
す
己
批
判
的
覚
え
高
、
部
一
一
聞
い
(
一
八
九
回
年

)ω
ほ
か
、
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
、
レ
1
て
ン
た
ち
の
大

著
も
、
匿
名
で
、
検
問
主
考
隠
し
て
政
治
に
触
れ
ぬ
よ
う
に
制
心
心
一
汗
立
を
し
な
が
ら
、

λ

甘
法
文
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
プ
レ
ハ

1

ノ
フ
『
史
的
一
元
論
』

(
一
八
九
五
年
、
正
保
な
タ
イ
I
ル
は
『
史
的
一
元
論
の
充
展
心
問
題
に
ょ
せ

τL〉、

『
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
氏

の
諸
労
作
に
治
け
る
ナ
ロ

l
ト
ニ
キ
主
義
の
基
礎
づ
け
』
(
一
八
九
六
年
〉
、
レ

l

一
一
ン
『
ロ
ノ

J

ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
い

八
九
九
年
)
た
ど
は
そ
う
し
た
合
法
的
出
版
物
で
あ
っ
た
。

マ
ル
グ
ス
才
一
義
者
と
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
の
共
同
論
文
集
も
企
て
ら

れ
た
。

寸ノ
l
ヴ
ォ
ヱ
・
ス
ロ

l
ヴ
ォ
』
誌
(
一
八
九
七
年
)

『
ナ
チ
ャ

l
ロ
』
誌
こ
八
九
九
午
)
は
知
期
で
あ
っ
た
が
マ
ル
グ
ス

系
の
雑
誌
と
な
り
、
ほ
か
に
で
、
l

ル

ボ

1

ジ
1
』

寸
ナ
ウ
チ
l

ノ
y

・
オ
ボ
ズ
レ

1

工
士
』

{ジ

I
ズ
一
一
』
誌
な
ど
も
マ
ル
グ
ス

系
論
文
に
場
所
を
ら
え
た
。
ブ
レ
ハ

1
ノ
フ
、
ス
ト
ル
l
ヴ
ェ
ら
一
が
ド
イ
ツ
の
雑
誌
(
「
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
}
』
寸
フ
ラ
ウ

γ
ス

ア
ル

ヒ

l
フ
』
誌
な
と
)
に
発
表
凶
場
所
を
え
た
こ
と
も
、
九

0
年
代
の
新
し
い
事
象
で
あ
っ
た
。

し
か
し
九

0
年
代
に
沿
い

τも
、
非
合
法
文
書
は
勿
論
重
要
で
あ
る
。
合
法
文
書
に
沿
い
て
は
哲
学
と
純
経
済
的
議
論
に
か
ぎ
ら
ね

ば
な

b
ず、

ツ
r

l
リ
ズ
ム
権
力
、
階
級
闘
争
な
ど
を
ふ
く
め
た
総
体
的
な
ロ
ジ
ア
の
現
状
認
識
は
、
非
合
法
文
書
に
の
み
戟
せ

b
れ

士
。
こ
の
こ
と
は
ロ
グ
プ
・
マ
ル
グ
ス
主
義
の
一
ロ
ジ
ア
資
本
主
義
論
の
考
察
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
ひ
と
つ
の
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
九

0
年
代
に
は
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
の
担
い
手
が
多
様
化
し
、
か
つ
論
争
の
領
域
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
八

0
年
代
に
は
没
落

論

1
ナ
円

l

ド
ニ
キ
、
発
展
論

l
マ
ル
ク
只
主
義
(
プ

ν
ハ
l

ノ
フ
)
と
い
う
単
純
な
図
式
で
あ
っ
た
。
さ
さ
に
も
述
べ
た
工
う
に
、

九

0
年
代
の
論
争
も
発
日
比
論
対
没
落
論
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
し
か
も
か
な
ら
ず
し
も
ナ
ロ
ー
ド
一
一
キ

1
没
落
論
で
は
な
く
、



ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
白
な
か
に
も
没
滞
論
に
は
同
志
し
な
い
も
の
が
で
て
き
た
。
し
か
も
そ
山
よ
う
な
ナ
ロ
ー
ド
ユ
キ
の
ひ
と
り
で
あ
る
ミ

ハ
イ
ロ
ア
λ

キ
I
こ
モ
は
、
マ
ル
グ
ス
主
義
理
論
批
判

ω
第
一
人
者
、

『ル
l

ス
コ
エ
・
ポ
ガ
l

ト
ス
ト
ヴ
ォ
』
誌
心
細
集
者
(
一
八

九
二
年
以
降
)
、

九

0
年
代
前
半
白
ナ
ロ

l
v
ニ
キ
主
義
復
興
心
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
論
争
を
、

哲
学
・
社
会
科
学
方
法
論
・
道
徳
論
白
領
域
に
h
d
h
v

て
お
こ
な
い
、

ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義

ω
思
似
体
系
と
し
て

ω刻

決
に
点
火
し
た
。

ナ
ロ

l
ド
エ
キ
か
な
ら
ず
し
も
没
落
論
者
で
な
い
と
す
れ
ば
、
他
方
で
は
発
展
論
者
か
な
b
ず
し
も
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な
く
な

っ
た
。
八

0
年
代
に
は
ロ

V
7
・
マ
ル
グ
ス
主
義
組
諭
の
担
い
手
は
外
地
に
あ
る
小
団
体
「
労
働
解
放
問
」
で
あ
り
、
そ
の
恋
か
で
も

本
格
的
な
理
論
家
は
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
九

0
年
代
に
は
ロ
シ
ア
国
内
に
レ
1
ニ
リ
J

、

マ
ル
ト
フ
、
ポ
ト
V

ソ
フ
友
ど

の
若
さ
マ
ル
ク
ス
主
義
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
イ
ア
が
育
っ
た
。
か
れ
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
ロ
γ
了
資
本
主
義
発
展
論
を
と
っ
た
。
と
乙

ろ
が
い
ま
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
・
合
法
マ
U
Y

グ
ス
正
義
者
も
ま
た
ロ
シ
ア
資
本
主
義
発
展
論
の
主
張
者
で
あ
づ
た
。
合
法
マ
ル
ク
ス
主

義
と

w
う
の
は
、
ス
ト
ル
!
ヴ
ェ
、
ト
ウ
ガ

J

ノ
バ
ラ
ノ
フ
マ
ハ
キ
l
、
プ
ル
ガ
コ
フ
、
ベ
ル
ジ
ャ
ェ
一
フ
、
ブ
ラ
ン
ク
に
ち
り
グ
ル
ー
プ
の
、

一
八
九
四

l
九
九
年
に
お
け
る
一
種
目
忠
怨
運
動
で
あ
る
。

マ
ル
ク
月
理
論
を
全
一
山
的
に
で
は
な
い
が
相
当
部
分
に
わ
た
っ
て
採
り
、

そ
れ
を
武
器
と
し
て
ロ

γ
ア
の
同
欧
化
(
近
代
市
民
社
会
化
〉
を
め
ど
し
す
運
動
で
そ
れ
は
あ
っ
た
。
合
法
マ
ル
ク
ス
、
干
義
者
と
い
う
名

は
、
か
れ

b
が
地
下
生
活
者
で
な
く
、
合
法
的
身
分
の
生
活
者
で
あ
っ
た
と
と
に
出
来
し
て
い
る
。
什
だ
し
か
れ

b
も
非

λ

九
日
法
活
動
に

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
し
、
あ
る
時
期
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
き
わ
め
て
近
接
し
た
。
と
り
わ
け
こ
の
グ
ル
ー
プ
一
り
思
組
的
リ
l

ダ

l
格
り
ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
プ
ル
ジ
ョ
ワ
合
哩
主
義
の
生
活
的
・
思
他
的
伝
統
が
欠
け
で
い
る
国
で
、
お
く
れ
て
訟

場
し
た
市
氏
社
会
思
想
が
、

マ
ル
グ
ス
理
論
を
近
代
主
義
的
に
解
釈
し
て
そ
れ
を
身

r
つ
け
、
か
つ
拍
頭
し
つ
つ
一
あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義

一
八
九

0
年
代
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
と
背
封

第
九
十
二
巻

ノー¥
七

第
五
日

-Ic 



一
一
八
九
円
一
旬
代
ロ
シ
フ
資
木
正
義
論
争
の
特
級
と
背
景

第
九
十
二
巻

/¥ 
ノ1

第
五
日

ノ¥

運
動
と
あ
る
程
度
に
手
を
紡
び
つ
つ
、
生
活
を
と
り
ま
く
前
近
代
的
た
も
の
、
と
き
に
は
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

I
白
体
に
対
し
て
も
闘
う
こ

と
は
、
後
進
諸
国
に
あ
人
相
反
H

六
活
的
に
あ
ら
わ
れ
る
、
興
味
ぶ
か
い
説
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
合
法
マ
片
グ
ス
主
義
は
そ
の
典

型
で
あ
っ
た
o

ス
ト
ル
1
ヴ
ェ

b
は
わ
れ
わ
れ
が
レ
1
-
一

γ
日
著
作
か
ら
一
受
付
ゐ
印
象
以
上
に
、
あ
る
時
点
で
は
マ
ル
ク
只
主
義
広
近

づ
い
て
い
た
。
し
か
し
九
日
法
マ
ル
ク
ス
オ
義
主
マ
ル
ク
ス
主
義
心
一
種
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
マ
ル
ク
ス
、
干
義

と
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
を
あ
わ
せ
て
い
う

t
さ
に
は
マ
ル
ク
λ

系
と
い
う
ニ
一
回
世
散
を
使
う
己
と
に
す
る
。

右
に
述
ベ
た
よ
う
に
、
九

O
目
代
は
、
ナ
ロ

1
ド
ニ
キ

ω
た
か
に
没
港
論
に
賛
成
し
な
い
も
の
が
で
て
く
る
と
と
も
に
、
マ
ル
ク
λ

主
義
者
な

L
ぬ
ム
口
川
氏
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
、
発
民
論
心
主
践
に
お
い
て
、
ナ
ロ

l
T
一
一
キ
批
判
に
よ
お
い
て
、

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
共
同

戦
線
士
張
り
た
。
論
予
の
組
以
は
ロ
ジ
ア
祝
日
木
主
義
論
に
と
ど
ま

L
ず
思
想
体
系
の
攻
防
に
及
ん
だ
。
モ
し

τ
ナ
ロ
ー
ド
一
キ
内
部
に

沿
い
て
、
お
よ

U
マ
ル
ク
ス
系
門
部
に
お
い
て
美
異
と
あ
る
種
の
対
句
が
生
じ
た
。

第
三

K
、
そ
し
て
も
っ
と
も
草
要
な
こ
と
と
し
て
、
八

0
年
代
と
九

O
午
代
と
で
は
論
議
白
対
象
た
る
ロ
シ
フ
経
済
日
体
が
、
そ
の

間
に
変
化
完
燥
し
て
い
る
。
社
会
の
雰
同
気
も
変
っ
た
。

P

V

ア
の
商
工
業
は
、
七

0
年
代
初
頭
の
ブ
1
ム
以
後
、
発
展
を
つ
づ
け
て
は
い
た
が
、
モ
の
歩
み
は
緩
慢
で
停
滞
が
ち
で
あ
っ
た
。

前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
八

0
年
代
に
ゐ
け
る
ロ
V

ア
資
本
主
義
没
落
論
の
拾
頑
と
浸
透
白
実
在
的
背
最
は
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え

b
れ
る
。
九

0
年
代
に
入
る
と
ロ

V

ア
の
工
業
は
急
テ

γ
ポ
で
伸
び
出
し
た
。
九

0
年
代
の
う
ち
に
紛
称
、
綿
織
物
白
生
産
は
ほ
ぼ
佑

加
し
、
石
炭
、
石
川
、
銑
鉄
は
ほ
ぼ
三
的

rな
っ
た
。
南
部
の
製
鉄
・
石
炭
業
は
外
資
に
上
っ
て
民
新
日
装
備
か
そ
た
え
、
ウ
ラ
ル
の

段
以
制
的
鉱
業
主
圧
倒
し
た

υ

九

0
年
代
の
工
業
の
発
用
仰
を
保
護
促
進
し
た
の
は
ヴ
ィ
ッ
テ
蔵
相
(
在
任
一
八
九
一
ー
一
九

O
三
)
の

1
業
ル
仏
政
策
で
あ
っ
た
。
ヴ



イ
ツ
テ
心
政
策
の
性
格
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
ト
ン
フ
キ
ン
ス
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ッ
テ
は
前
任
者
一
ω
努
刈
の
成
果
を
利
用
し
た
良

心
的
で
保
守
的
た
行
政
官
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
と
、
フ
ォ

γ
・
ラ
ウ
エ
の
よ
う
に
と
く
に
ヴ
{
ツ
テ
体
制
者
芹
言
印

2
Z日

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
「
ロ
シ
ア
し
一
業
の
父
ワ
ィ
ッ
テ
」
心
意
義
主
強
調
す
る
解
釈
と
が
あ
る
。
ゲ
イ
ツ
テ
論
に
立
ち
い
る
に
と
は
で

き
た
い
が
、
か
れ
の
個
々
の
政
策
は
前
任
者
ま
た
は
モ
れ
以
前
か
ら
の
縦
承
で
あ
る
も
心
が
す
く
な
い
に
し
て
も
、

p
y
ア
が
先
進
国

に
追
い
つ
く
に
は
、

い
か
た
る
犠
牲
を
ば
ら
っ
て
も
急
速
な
L
一
業
化
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
そ
し
て
モ
れ
は
ツ
ア
1
リ
ス
ム
国
家
の

強
力
な
政
策
が
私
企
業
の
問
由
た
活
動
を
誘
い
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
巾
抗
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
、
強
烈
た
意
識
心
心
棒
の
通
っ
て
い
る
ヴ

イ
ヅ
テ
白
政
敗
体
系
は
、
ギ
は
り
ひ
と
つ
の
時
期
を
阿
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
度
保
護
関
税
(
問
内
製
造
上
業
心
保
護
と
関
税
収
入

の
た
め
)
、
外
債
に
よ
る
鉄
道
建
設
、
民
有
鉄
道
の
固
有
化
、
外
資
導
入
、
間
立
銀
行
を
通
じ
て
の
大
企
業
へ
の
資
金
供
給
、
間
接
税

中
心
の
主
税
政
策
、
穀
物
輸
出
心
促
進
、
金
本
位
制
の
実
施
た
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
。
工
業
化
の
強
行
の
負
担
は
農
民
托
か
け
ら

れ
た
。
モ
れ
で
も
国
庫
臼
赤
字
は
累
積
し
、
一
九

O
O
l
一
九

O
三
年
山
恐
慌
の
な
か
で
ヴ
ィ
ッ

7
は
恐
慌
の
責
め
ま
で
負
わ
さ
れ
て

罷
免
さ
れ
て
終
る
が
、
九

0
年
代
に
お
い
て
は
ヴ
ィ

y

テ
は
好
況

ω
波
に
乗
っ
て
、
貴
族
地
主
を
中
心
と
す
る
以
対
派
を
お
さ
え
た
。

鉄
道
建
設
が
園
内
の
製
鉄
業
主
中
心
と
す
る
関
連
京
業
に
刻
し
て
担
大
友
需
要
を
創
造
し
、
モ
れ
ら
を
急
速
に
発
展
せ
し
め
た
己
と
、

そ
し
て
広
大
次
回
士
の
ロ
シ
ア
に
沿
い
て
は
と
り
わ
け
鉄
道
が
全
凶
的
商
品
流
通
に
対
し
て
決
定
的
た
意
味
を
も
つ
こ
と
か

b
だ
け
で

も
わ
か
る
よ
う
日
山
、
ヴ
ィ
ッ
テ
休
制
が
ロ
ジ
ア
の
保
産
力
の
発
展
・
資
本
主
義
的
発
肢
を
助
長
し
た
と
と
に
は
疑
い
が
た
い
。
し
か
し

ヴ
ィ
ッ
テ
休
制
は
ロ
シ
ア
の
社
会
構
造
の
近
代
化
を
果
し
は
し
た
か
ヮ
た
し
、
目
的
と
し
て
も
い
な
か
ヲ
た
。
そ
の
工
業
化
政
策
は
一

方
で
は
資
木
の
集
積
・
集
中
の
早
熟
化
を
促
進
し
た
が
、

ロ
ジ
ア
が
依
然
と
し
て
ほ
倒
的
な
農
民
の
悶
で
あ
る
こ
と
を
公
え
は
し
な
か

っ
た
し
、
農
民
を
し
め
つ
け
て
い
る
前
期
的
諸
関
係
を
廃
棄
す
る
こ
と
も
た
か
っ
た
。

一
八
九

0
年
代
μ
シ

7
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
主
背
景

第
九
」
l

一
巻

)' 

プL

第
五
日

ブし



一
八
九
心
年
代
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
と
背
景

第
九
十
一
巻

九
O 

部
五
川
ヴ

。

九
0
年
代
白
ロ
ジ
ア
資
本
主
義
論
争
の
い
と
ぐ
ち
と
な
っ
た
り
は
、
九
一
九
二
年
心
飢
睡
で
あ
っ

τ、
ヴ
ィ

y

テ
体
制
白
体
で
は

奇
か
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ィ

y

テ
は
飢
師

ωす
ぐ
あ
乙
に
蔵
相
と
な
り
、
九

0
年
代
の
ロ

γ
ア
資
本
主
義
論
争
は
『
ィ
ッ
テ
体
制
下

ω
、

右

ω
よ
う
な
限
定
づ
き
で
は
あ
る
が
と
も
か
く
も
怠
速
な
工
業
発
展
主
背
京

ιし
、
対
象
と
し
て
、
お
こ
な
わ
れ
た
。
だ
か
白
、
九

0

年
代
に
は
ロ

γ
ア
資
本
主
義
没
搭
論
が
頒
勢
に
お
ち
い
っ

τゆ
く
の
は
当
然
で
あ
っ
た

u

典
型
的
な
ロ
シ
ア
資
本
主
義
没
落
論
者
ヴ
オ

ロ
ン
ツ
ポ
フ
は
、
九

O
斗
代
だ
け
で
な
く

一
九

0
0年
代
後
も
終
始
か
わ
る
こ
と
な
く
、
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
、
同
じ
と
と
を
書
き

ロ
l
ザ
・
ル
ク
セ

γ
プ
ル
グ
か
ら
「
頭
脳
で
は
な
く
て
性
絡
を
尊
敬
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
い
う
皮
肉
を
浴
び

f
b
れ
た
。

つ
づ
け
て
、

し
か
し
ナ
ロ
ー
ド
ヱ
キ

ω
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
は
タ
エ
エ
リ
ソ

y
『
改
革
後
白
わ
が
凶
の
社
会
経
済
概
要
』
(
一
八
九
三
年
〉
を
頃
点
と

し
、
句
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
『
但
論
経
済
学
概
要
』
(
一
八
九
五
年
)
ま
で
で
主
要
労
作
は
お
わ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
九

0
年
代
の
中
決
以
後
は
ほ
と
ん
ど
発
展
論
心
独
喧
上
で
あ
っ
た
と
い
ヲ
て
よ
い
。
レ
1

一
一
ン
『
ロ

V

ア
に
沿
け
る
資
本
主
義
心

発
展
ト
は
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
的
ロ
ジ
/
資
本
主
義
論
の
支
配
下
に
沿
い
て
モ
れ
を
批
判
し
た
も
凶
で
は
も
は
キ
な
か
っ
た
。
「
発
展
』
白
時

凸
山
に
治
い
て
は
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
敗
勢
は
す
で
に
決
定
的
に
な
っ
て
お
り
、
『
発
展
』
は
ナ
ロ
l
ド
ニ
キ
経
済
理
論
・
ロ
V

ア
資
本
主
義

論
批
判
の
総
括
、
発
展
論
心
理
論
的
・
実
証
的
完
成
化
の
企

τで
あ
ワ
た
。
ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
は
一
八
九
三
年
に
す
で
に
自
信
を
も
っ
て

つ
ぎ
心
よ
う
に
書
い

τい
る
。
「
(
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
の
)
「
わ
れ
わ
れ
の
相
違
』
(
一
八
八
五
年
)
は
見
込
み

ω
な
い
若
手
。
旨
吉
岡
ロ
ロ
ロ
宮

日。

ω
2
回
。
四
百
ロ
の
主
う
に
み
え
た
。

し
か
し
今
日
で
は
事
情
が
ち
が
っ
て
い
る

い
ま
で
は
資
本
主
義
白
発
展
は
争
う
余
地
の
な
い

あ
き
b
か
た
t
寺
実
で
あ
る
。

資
本
主
義
へ
の
発
肢
が
、
疑
い
も
芯
〈
急
速
な
歩
与
を
示
し
た
現
在
に
治
い
て
は
、

一
方
で
マ
ル
グ

マ
ハ
主
義
主
受
け
い
れ
な
が

b
、
他
万
で
は
資
本
主
義
白
地
盤
に
た
っ
心
を
お
否
す
る
立
場
主
固
執
す
る

ω
は
、
あ
ま
り
に
も
空
想
的
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場
心
命
脈
は
も
は
ギ
尽
き
て
い
る
」
と
。



第
四
に
、
労
働
者
連
動
凶
昂
揚
と
マ
ル
ク
ス
、
王
義
心
開
内
的
b
I
び
国
際
的
状
況
の
変
化
リ
九

0
年
代
に
お
け
る
ロ
ジ
ア
の
工
業
凶

躍
進
は
モ
心
哀
幽
と
し
て
、
労
働
者
運
動
心
昂
揚
セ
伴
っ
た
υ

西
欧
心
一
八
四

0
年
代
を
怨
起
さ
せ
る
、
原
生
的
労
働
条
件
に
対
す
る

は
げ
し
い
抵
抗
が
ス
ト
ラ
イ
キ
心
形
を
乙
ワ
て
瀕
発
し
た
o

そ
の
波
山
な
か
へ
マ
ル
グ
ス
主
義
が
持
ち
こ
ま
れ
、

ロ
ジ

7

・
7

ル
グ
ス

主
義
は
モ
こ
で
は
じ
め

τ大
衆
的
労
働
者
運
動
と
結
び
つ
い
た
。

モ
心
最
初
の
組
織
「
労
働
者
階
級
解
放
闘
争
同
盟
」
一
二
八
九
五
年

結
成
)
心
中
心
に
レ

l

ニ
ン
が
立
っ
て
い
た
。
プ
レ
ハ

l

ノ
ブ
た
ち
が
ス
イ
ス
で
佑
ち
こ
が
札
て
い
た
こ
と
が
実
現
し
は
じ
め
た
の
で

あ
る
。

「
労
働
解
放
」
団
は
一
八
八
三
年
山
創
設
以
来
、

ロ
γ
ア
に
沿
い
て
マ
ル
グ
ス
主
義
的
労
働
者
党
を
つ
く
り
だ
す
た
め
山
準
備

「
労
働
解
放
」
団
は
旺
盛
な
著
作
翻
訳
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
織
づ
く
り

ω
点
で

は
十
年
日
問
に
、

4

一
ア
ル
プ
ル
グ
の
プ
ラ
ゴ

l

エ
フ
・
十
l

ク
ル
モ
心
他
の
小
さ
い
サ
ー
ク
ル
と
、
そ
れ
も
短
期
間
の
紡
び
つ
一
さ
を
も

ち
え
た
に
す
ぎ
た
か
っ
た
。
一
八
九
五
年
五
月
、
レ

l
一一
γ
が
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
を
ジ
ュ
キ
l
ヴ

K
訪
れ
た
と
き
、
プ
レ

(
l
ノ
フ
の
喜

ロ

ぴ
は
た
い
へ
ん
左
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
l

一
一
ン
の
プ
レ

(
l
ノ
フ
に
対
す
る
傾
倒
も
九

0
年
代
に
お
い
て
は
、
み
ず
か
ら
「
忽
慕
」
と

形
容
し
た
ほ
ど
の
も
の
て
あ
フ
た

Q

た
だ
し
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
レ

l
ユ

γ
、
マ
ル
ト
フ
ら
「
労
働
者
附
級
解
放
闘
争
同
盟
」
臼

を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

首
間
は
一
八
九
五
九
六
年
に
逮
柿
さ
れ
て
シ
ベ
リ
ヤ
に
流
刑
さ
れ
、

「
同
県
」
は
「
経
済
主
義
者
」
に
制
判
事
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
党
は
形
式
的
に
は
一
八
九
八
年
に
結
成
さ
れ
た
と
は
い
え
、
実
質
的
な
成
立
は
一
九

O
三
年
を
待
た
ね

ロ
シ
ア
資
本
主
義
論

ωf品
か

b
い
え
ば
、

一
八
九
九
年
に
い
た
る
流
刑
が
レ
l

一
一
γ
に
『
発
展
』
を
書
く
時
間
を

与

ι
た
り
で
あ
っ
た
。

九

0
年
代
の
一
ロ
γ
ア
の
工
業
心
躍
進
が
、
九

0
年
代
中
葉
に
大
不
況
か
ら
快
復
し
て
目
ざ
ま
し
い
上
井
局
面
へ
入
っ
た
世
界
資
本
主

義
主
背
景
と
し
、
主
れ
か
ら
彬
響
E
受
け
、
ま
た
モ
の
一
部
主
な
し
た
よ
う
に
、

ロ
ジ
ァ
・
マ
ル
ク
凡
主
義
心
拍
頭
は
、
ト
イ
ツ
社
会

一
八
九
0
年
代
ロ
ジ
ア
資
本
主
義
耐
乍
の
一
特
徴
主
背
長

第
九

γ
二
巻

ブL

第
一
九
号



一
八
九
心
斗
代
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
主
背
景

第
九
十
二
巻

ブL

第
五
日
ウ

民
主
党
一
空
中
松
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義

ω
国
際
的
規
模
で
の
上
昇
気
避
を
背
誌
と
し
、
モ
れ
に
支
持
さ
れ
、
ま
た
そ
の
上
昇
気
運
の
一

部
を
担
っ
た
。

プ
レ
ハ

l

ノ
プ
は
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
創
『
止
大
会
(
一
八
八
九
年
於
パ
リ
)
に
出
席
し
、
人
民
心
怠
忘
派
を
代
表
す
る
ラ

ヴ

p
l
フ
が
丘
が
な
が
乙
ロ

y
ア
史
の
講
義
山
ご
と
き
演
説
を
し
て
、
血
の
気
の
多
い
1

ノ
一
フ
ン
月
の
ア
ブ

I
キ
マ
ハ
ト
を
怒

b
せ
、
あ
わ

や
喧
嘩
と
い
う
一
幕
が
あ
づ
た
あ
と
に
登
現
し
て
、
「
ロ
ジ
ア
に
ゐ
け
る
革
命
運
動
は
労
働
者
心
革
命
運
助
と
し
亡
の
み
勝
利
す
る
こ

と
が
で
き
る

ω
で
す
。
そ
の
ほ
か
り
泊
は
わ
が
国
に
は
な
い
し
、
あ
り
え
ま
せ
向
」
と
述
へ
と
拍
手
を
受
け
た
の

プ
レ
ハ

1
ノ
フ
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
は
じ
め
て
会
っ
た
の
も
第
二
イ

γ
タ
ー
の
創
北
大
会
に
羽
い
亡
で
あ
っ
た
。

工一
γ
ゲ
ル
九
は
「
労

倒
解
放
」
団
山
創
設
当
初
か

b
全
間
的
に
。
フ
レ
ハ

l
ノ
ノ
た

b
を
支
持
し

τ
w
た
か
の
ご
と
く
に
通
説
で
は
い
わ
れ
て
い
る
が
、
己
白

辺
説
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

エ
ン
ゲ
片
ス
は
八

0
年
代
の
中
葉
に
は
ロ
シ
ア
の
平
命
的
諸
派
に
つ
い
亡
の
的
確
な
情
報
を
握
っ
て
い

F
、

プ
レ
ハ

l

ノ
フ
ら
に
対
し
て
か
な
り
に
阿
義
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
ほ
う
が
真
相
に
ち
か
川
ο

し
か
し
L

ン
ゲ
ル
ス
は
干
が

て
人
民
心
ぷ
志
党
の
崩
壊
を
認
め
、
他
方
治
二
イ
ン
タ
ー
の
創
1
1
大
会
心
後
に
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
を
μ

ン
ド
ン
に
招
い
て
一
週
間
話
し
あ

ぃ
、
か
れ
を
ふ
か
く
信
販
す
お
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
レ
ハ

l
ノ
フ
臼
論
文
「
へ

l
ゲ
ル
死
後
六

O
午
に
ょ
せ
亡
」
(
「
ノ
イ
エ
・
ア
ァ
イ

ト
』
誌
一
八
九
一
年
)
は

L

Y
ゲ
ル
ス
の
称
賛
を
え
た
れ
プ
レ
〈

l

ノ
フ
は
第
二
イ

γ
タ
ー
に
沿
い
て
主
要
な
役
割
り
を
受
け
も
ち
、

カ
ウ
フ
キ
!
と
並
ぶ
ほ
ど
の
マ
ル
ク
ス
主
義
別
論
家
と
み
中
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ド
シ
ア
に
つ
い
亡
心
。
フ
V

ハ
l
ノ
フ
の
弘
知
県
怖
が

ロ
シ
ア
刊
起
り
も
ッ
と
も
信
服
す
べ
き
見
解
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
の
他
方
、

一
資
本
論
L

心
μ

シ
ア
語
訳
者
で
マ

ル
グ
ス
に
限
を
か
け

b
れ
、
マ
ル
グ
ス
の
死
後
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
校
え
士
う
け
て
い
た
グ
ヱ
エ
リ
ソ

γ
は
、
マ
ル
ク
ス
・
エ

γ
ゲ
山
ケ
ハ

は
白
分
的
味
方
だ
と
伴
み
つ
つ
、
ロ
ジ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ

ω
ラ
イ
フ
・
ワ

I
グ
改
革
後
の
わ
が



岡
山
社
会
経
済
州
袋
』
二
八
九
三
年
)

に
ン
ゲ
ル
ス
が
ロ
シ
ア
資
本
主
義

は
エ
ゾ
ゲ
ル
ス
か
ら
相
当
に
子
衣
び
し
い
批
判
を
う
け
、

ー

発
展
論
を
支
持
し
亡
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
心
で
あ
っ
た
。
九

0
年
代
心
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
は
こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な
ハ
ヅ

グ
・
ア
ッ
プ
の
点
か
ら
も
、
内
沼
肢
論
に
有
利
に
、
没
落
論
に
は
不
利
に
展
開
し
た
。

マ
ル
ク
ス
主
義
が
、
九

0
年
代
に
ド
イ
ツ
社
公
民
工
党
を
中
心
と
し

τ、
国
際
的
な
規
棋
で
め
ざ
ま
し
く
進
出
し
た
反
町
、

マ
ル
ク

ス
批
判
が
強
ま
り
、
そ
の
な
か
に
は
目
論
的
に
鋭
い
も
の
も
あ
ヲ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
哲
学
に
お
い
て
は
新
カ
ン
ト
工
義
哲
学
が
、

ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
の
復
興
士
自
負
し
つ
つ
、

唯
物
論
を
認
誠
批
判
経
過
以
前
の

前
ガ
ソ
ト
的
遺
物
と
し
て
見
下
し
て
い
た
。

経
済

一
部
」
を
と
り
あ
げ
た
ボ

l
ム
・
バ
ザ
ー
ル
ク
が

(
『
資
本
お
よ
び
資
本
利
子
・
第
一
部
』
一
八
八
四
年
)
に
治
い
て
『
資
本
論
第

第
三
郎
し
の
公
刊
後
間
も
な
く
論
文
「
マ
ル
ク
ス
体
系
の
終
荒
」

『
資
本
論

学
に
お
い
て
は
、
『
資
木
利
子
論
の
脱
出
史
と
批
判

こ
八
九
六
年
)
を
書
い
て
、
実
体
論
的
価
値
概
念
心
批
判
か

b
、

批
判
を
展
附
し
た
o

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
内
部
に
拾
げ
る
修
正
主
義
の
芽
は
九

C
年
代
心
前
半
か
ら
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ペ
ル
ン
シ
ヨ

「
資
本
論
」
第
一
部
と
第
三
部
白
「
矛
盾
」
に
い
た
る
、
詳
細
な

タ
イ
ソ
が
修
正
主
義

ω
論
稿
を
強
表
し
は
じ
め
た
の
は
エ
ゾ
ゲ
ル
ス
死
去
の
翌
九
六
年
以
降
、
修
正
主
義
心
士
山
県
富
『
社
会
主
義
心
前

提
と
社
会
民
主
党
心
任
務
』
を
刊
行
し
た
心
は
一
八
九
九
年
心
年
顕
で
あ
っ
た
。
そ
札
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
そ
と
カ

b
の
マ
ル
ク
ス

理
論
の
者
批
判
を
、
か
な
り
雑
多
で
未
消
化
な
ま
ま
に
受
け
い
れ
て
わ
り
、
理
論
体
系
と
し
て
は
お
よ
そ
一
段
性
の
な
い
折
衷
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
の
な
か
で
労
働
者
階
級
白
状
態
を
制
進
的

K
改
良
し
て
ゆ
く
可
能
性
が
開
か
れ
た
と
判
断
し
、
そ
の
道
を
時

J

む
こ
と
を
主
張
「
る
点
に
ゐ
い
亡
、
資
木
主
義
の
変
ぼ
う
の
ひ
と
つ
の
側
面
、
ひ
と
つ
の
問
題
点
を
い
い
あ

b
わ
し
て
い
た
と
い
わ
ね

ば
な
ら
友
い
。

マ
ル
ク
λ

主
義
の
そ
と
か

b
の
マ
ル
グ
λ

批
判
と
寸
ル
ク
ス
主
義
内
部
か
ら
む
修
正
主
義

ω
持
頭
は
、
し
か
し
た
が
ら
か
友
ら
ず
し

一八九一

υ年
代
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
争
の
特
概
と
背
景

第
九
十
二
巻

7L 
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一
八
九
心
年
代
ロ
シ
ア
資
木
主
義
論
争
の
特
徴
と
背
景

第
九
」
l

二
巻

九
怯l

第
五
号

日正

も
ナ
ロ

l
ド
一
一
キ
を
力
づ
け
る
も
の
で
は
た
か
3

た
。
ミ
ハ
イ
ド
フ
↓
ハ
キ
ー
た
ち
は
最
新
の
理
論
に
よ
っ
て
再
武
装
寸
る
に
は
老
い
す

ぎ
て
い
た
。

「
最
新
心
理
論
」
白
マ
ル
ク
ス
批
判
の
削
流
に
相
さ
し
て
い
フ
た
の
は
合
法
ど
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
主
義

と
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
聞
に
は
、
正
統
主
義
対
修
正
主
義
心
ロ
シ
ア
阪
と
も
い
う
"
へ
き
対
点
と
論
戦
が
は
じ
ま
り
、
両
者
の
同
に

却

つ
く
ら
れ
て
い
た
共
同
戦
線
は
一
八
九
九
年
に
は
急
速
に
刷
れ
亡
い
っ
た
。
実
は
ナ
ロ

l
u
r
ニ
年
批
判
の
共
同
戦
線
は
そ
の
こ
ろ
に
は

ナ
ロ

1v-一
キ
側
臼
敗
勢
が
決
定
化
し
て
い
て
必
要
で
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
は
、

一
九

O
O年

以
後
は
も
H
M

平
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な
く
、
概
念
論
哲
学
と
限
界
効
用
説
を
と
り
、
政
治
的
に
は
、
ス
ト
ル
l

ヴ
ー
を
先
頭
と

(
一
九

O
三
年
〉
へ
、
さ
ら
に
モ
の
後
、
ベ
ル
ジ
ャ
」
フ
を
除
い

τヵ

し
て
、
主
要
メ
ン
バ
ー
は
す
ペ

c
自
由
主
義
的
「
解
放
同
盟
」

デ
ッ
ト
(
一
九

O
五
年
)
に
加
盟
す
る
。
か
れ
ら
の
多
く
は
最
後
に
は
神
秘
主
義
に
干
一
り
つ
く
の
だ
が
、
モ
白
己
と
は
、

ロ
ジ
ア
に
b

け
る
市
民
社
会
思
想
心
よ
わ
さ
の
一
両
を
示
し
亡
い
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。
本
題
に
も
ど
ろ
う
。
九

0
年
代
末
に
お
け
る
合
法
マ
ル
ク

九
主
誌
の
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
の
蹴
反
は
、

ロ
γ
ア
資
本
主
義
論
に
お
い
亡
か
れ
ら
が
発
展
論
の
寸
↑
場
を
と
り
つ
づ
け
る
己
と
を
す
こ

し
も
妨
げ
な
か
っ
た
の
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、
か
れ
ら
が
以
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ブ
ル
ジ
言
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
自
覚
す

ロ
シ
ア
資
本
主
義
も
然
り
と
い
う
意
味
あ
い
を

2
 

ま
す
ま
す
ワ
よ
く
帯
び
て
く
る
。
そ
し

τ同
際
的
に
は
ジ
ュ
ル
ツ
ェ
・
ゲ
l

フ
ァ
ニ
ヅ
ツ
が
そ
う
し
た
発
展
論
を
書
い
た
り
で
あ
ヮ
た
。

る
ば
あ
い
、
か
れ

b
の
発
展
論
は
資
本
主
義
は
ど
こ
士
で
も
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、

第
五
に
、
九

0
年
代
の
ロ
γ

/

資
本
主
義
論
争
に
治
け
る
新
し
い
条
件
と
し
て
、
統
計
資
料
の
整
備
充
実
の
ほ
か
に
、

「
抱
日
木
論

第
二
部
』
(
一
八
八
五
年
)
『
同

第
三
郎
』

(
一
八
九
四
年
)
の
刊
行
が
あ
る
。
プ
レ
ハ

1
ノ
フ
『
わ
れ
む
れ
の
相
違
』
の
時
点
で
は

『
資
本
論

第
一
部
』
だ
け
し
か
知
ら
れ
な
か
ヮ
た
。
だ
が
九

0
年
代
の
は
じ
め
に
は
す

r
k
再
生
産
表
式
が
、
中
来
忙
は
地
代
論
が

利
用
円
能
と
な
っ
た
。
九

0
年
代

m
ロ
ジ
ア
沼
山
本
主
義
論
争
の
一
環
を
去
す
市
場
理
論
論
午
、

ロ
ジ
ァ
に
か
け
る
中
世
的
た
る
も
の
の



残
基
の
理
論
は
、
そ
れ
を
基
礎
と
し

τ展
開
せ
ら
れ
て
ゆ
く
己
と
と
な
る
c

)
 

l
 

(
 
プ
レ

ρ
l
ノ
プ
の
「
粁
会
主
義
と
政
治
山
午
」
(
一
八
八
一
一
)
が
亡
命
却
命
理
論
家
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
た
か
は
、
前
稿
「
プ
レ
ハ

1
ノ
ア
の
ロ
シ
ア
資
本
主
義
論
付
」
(
一

h

経
済
論
叢
し
九
ひ
巻
凹
号
)
の
第
コ
節
を
審
問
。
『
わ
れ
わ
れ
の
相
述
』
は
『
社
会
主
義
と
政
治
闘
争
ι

以
上
に
、
て
命
革
命
理
論
家
か
ら
は
無
反
科
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
論
争
の
相
手
と
し
て
則
桁
さ
れ
あ
ひ
と
り
の
ラ
ヴ
ロ
l
フ
は
、
も
と

も
と
P

ジ
ア
資
木
主
義
発
展
一
耐
の
ほ
う
に
如
い
て
い
た
c

プ
レ
ハ
l
ノ
フ
に
対
す
る
か
れ
の
批
刊
は
ロ
シ
ア
白
羽
状
認
識
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
く
、

「
労
働
解
放
」
聞
の
創
設
計
分
旅
行
為
で
ァ
ァ

1
リ
ズ
ム
を
刺
ず
あ
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
戦
術
論
・
組
織
論
に
あ
っ
た
れ
い
ま
ひ
と
り
の
亡
命
平

市
町
則
論
家
チ
ホ
ミ

l
w
フ
は
「
な
ぜ
わ
た
く
し
は
革
命
家
た
る
こ
〉
を
や
め
た
か

ι

(
一
八
八
八
)
に
よ
っ
て
転
向
を
表
明
し
、
ツ
ア

l
リ
に
許
さ

わ
て
帰
国
し
た
。

ω
そ
れ
は
ツ
ア
l
リ
ズ
ム
当
用
が
什
怯
的
出
版
の
ワ
ク
党
ひ
ろ
げ
る
方
針
に
転
換
し
た
か
ら
で
あ
る
よ
り
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ポ
ト
レ
ソ
フ
と
八
円

法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ス
ト
ル
l
ヴ
孟
の
努
力
主

1
夫
に
よ
っ
た
。
か
れ
ら
~
一
人
は
九
一
一
一
年
に
ア
・
ス
ク
グ
オ
ル
ツ
オ
フ
ウ
一
説
い
て
そ
の
『
料
済
学
試

論

I

飢
佳
の
梓
済
的
原
困
と
そ
の
除
去
の
た
め
の
刀
鍛
F

を
山
版
さ
せ
(
刊
行
un
一
八
九
四
年
〕
、
そ
れ
が
無
告
に
杭
聞
を
通
過
す
る
と
、
つ

い
で
ス
ト
ル
グ
ェ
『
批
判
的
覚
え
市
」
を
凹
版
(
九
四
作
〉
。
そ
の
成
功
を
み
る
や
ポ
ト
レ
ソ
フ
は
当
時
ロ
ン
ド
ン
に
い
た
プ
レ
ハ

1
ノ
フ
の
も

と
へ
魚
む
し
て
、
合
法
的
問
阪
の
書
物
を
古
く
よ
う
に
す
す
め
た
。
プ
レ
ハ
l
ノ
フ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
桐
違
第
二
部
』
と
し
て
考
え
て
い
た
も
の

を
、
合
法
的
山
取
と
し
て
可
能
な
形
に
ま
ー
に
め
、
か
つ
タ
イ
ト
パ
を
一
円
史
的

A

元
前
の
発
展
白
河
題
に
よ
せ
て
』
と
い
う
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
府
渋

な
も
の
に
変
え
た
。
ポ

v

h

l

ν

ソ
フ
は
そ
の
日
開
稿
を
ロ
ジ
ア
へ
持
ち
帰
っ
て
、
九
同
年
の
グ
リ
ス
マ
ス
休
暇
直
川
を
ね
ら
っ
て
う
ま
く
杭
聞
か
一
泊
し
た
。

初
版
三
、
む
つ
の
叩
は
三
週
間
に
売
れ
っ
く
し
た
。
当
局
は
あ
わ
て
て
そ
の
再
刷
を
禁
じ
た
。
九

0
年
代
の
λ

廿
渋
的
出
版
物
の
多
く
が
晦
渋
な
タ
イ

l
ル
忙
な
っ
て
い
る
の
は
、
同
じ
く
杭
川
判
事
情
の
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
レ
l
ヱ
ン
「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
七
義
の
叫
間
帯
学
的
内
容
と
ス
ト
ル
1
グ
ェ
氏

円
著
書
に
お
け
る
そ
の
批
判
」
は
元
来
は
「
フ
ル
ジ
ョ
ワ
文
献
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
寸
一
設
の
反
映
」
で
あ
っ
た
り
が
合
法
制
出
版
の
た
め
に
変
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ト
レ
ソ
フ
は
寸
史
的
一
元
前
』
の
刊
行
談
、
右
の
レ
ニ
ゾ
論
文
を
も
ふ
く
む
共
同
論
集
つ
れ
が
阿
の
経
祈
需
肢
の
特
徴
づ
け

の
た
め
の
資
料
』
を
刊
行
し
れ
れ
が
、
た
だ
ら
り
に
持
禁
押
収
さ
れ
て
失
敗
。
ポ
ト
レ
ソ
フ
は
ひ
る
む
こ
と
な
く
翌
九
六
年
プ
レ
ハ

1
ノ

フ

コ
v
ォ
ロ
ン

ヅ
オ
フ
民
の
前
労
作
に
お
け
る
ナ
ロ

I
ド
ニ
キ
主
読
む
取
勝
つ
け
し
の
刊
行
巴
成
功
し
た
。
か
れ
は
そ
の
あ
と
第
二
非
同
一
諭
女
装
を
計
画
し
た
が
、

九
六
年
」
l

二
月
逮
捕
さ
れ
て
終
っ
た
し

一
八
九
心
泊
代
ロ
ジ
ア
資
木
工
土
議
論
午
の
件
被
と
背
対

第
九
十
二
巻
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一
八
九

0
年
代
ロ
シ

y
資
本
主
義
論
争
の
特
徴
と
背
景

第
九
」
l

一一巻

九
ノ、

第
五
号

ゾミ

「
白
木
前
第
郎
心
タ
ニ
エ
リ
ソ
ン
山
は
七
一
一
年
に
、
〔
同
部
二
部
-
は
八
五
年

γ
什
法
川
版
、
た
だ
し
凶
司
館
か
ら
は
ひ
き
あ
げ
ら
れ
、

再
刷
も
禁
じ
ら
れ
た
む
九
門
年
に
は
「
資
本
論
範
一
部
L
D
阪
地
ハ
も
禁
告
と
な
る
。
し
か
し
九
七
年
に
は
ダ
↑
一
エ
リ
ツ
ン
試
『
同
第
三
部
』
が
、

柚
凶
当
同
内
で
の
古
品
む
対
立
の
の
ち
通
過
し
、
「
同
第
一
部
、
第
二
部
-
の
再
刷
も
許
可
、
と
い
う
よ
う
に
、
す
れ
す
れ
な
が
ら
も
、
寸
資
本
論
』

は
介
法
文
書
で
あ
っ
た
。

雑
誌
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ル

l
グ
て
た
ち
が
、
ロ
ポ
y

ト
制
集
者
を
た
と
た
り
、
検
閲
官
を
民
収
し
れ
わ
り
し
な
が
ら
、
「
ノ
i
グ
ォ
エ
・
ス
ロ
ー

ウ
ォ
」
必
を
九
じ
年
に
計
八
対
刊
行
し
、

Aυ

法
マ
ル
ク
ス
主
義
と
マ
ル
ク
人
士
義
と
の
共
同
の
マ
ル
ク
ス
系
雑
誌
と
し
た
O
が
、
も
っ
と
も
大
き
い

日
涯
を
も
っ
た

d

当
時
心
憤
附
制
度
に
つ
い
て
は
同
ヨ
号

2
F
F
同
』
叶

VO
庁

丘

同

5
2
E
m
o
z目
。
ロ

5
3
R
m
E身
。
町
民

Fom己
目
白
R
M
5
2

5
同
E
-
P
E
R
-
E
Y
N
2
2
ポ
ト
レ
ソ
フ
、
九

l
ル
I
グ
プ
り
の
合
法
問
版
の
苦
心
と
経
緯
に
つ
い
て
は
巴
昆
司

-
M
3
L
E
「
資
本
論
』

の
翻
耐
と
山
阪
に
づ
い
て
は

P
H
O
Z
E
D
-
国
主

E

5

5
冨
2
2
E
Q出

E
Z旬
白
羽
田
国
司
君
。
E
5
E
P
阿円一阿

F
H
U日寸、

2
司
広
島
田

ω
A
A
N法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
飢
定
は
論
者
に
よ
っ
て
異
る
。
マ
什
ル
ク
ス
理
論
を
採
る
と
い
う
忘
味
に
お
い
て
は
、
ジ

1
ベ
ル
や
ア
・
ス
ク
ヴ
ォ
ル
ツ

オ
フ
も
そ
の
な
か

r
ふ
く
ま
れ
る
ζ

と
に

t
る
。
合
法
山
版
と
い
う
こ
と
を
メ
パ
ク
マ

i
ル
と
す
れ
ば
、
プ
レ
ハ
l
ノ
フ
や
レ
l
ニ
ン
も
す
く
な
く

k
ー
ら
あ
る
程
度
什
法
マ
ル
グ
ス
ニ
談
活
に
な
る

J

フ
ォ
ン
・
一
フ
ウ
エ
な
ど
は
、
事
実
て
う
し
た
解
釈
に
傾
い
て
い
る
ロ
門
町
〈
。

HMFmW5yJ「
回
、

FσmmLH広
告
MMω
自

E
丘

F
の
に
町
民
⑦

O』
門
戸
]
U
H
E
Z
ω
5
5
同己

ωωE
二

回

2
5示
、
。
同
可
。
】

E
2一
ぐ
己
〉

D
A口
(
』

E
H
H回目。
)
2
v
日
ω
品。

し
か
し
こ
れ
で
は
合
法
マ
ル
ク
λ

主
義
は
歴
史
的
枇
念
の
判
怖
を
県
北
八
し
、
保
古
川
咋
で
あ
る
由
他
方
、
合
法
マ
ル
ク
メ
主
義
者
を
、
非
合
法
活
動
の

否
定
者
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ス
ト
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す
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っ
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れ
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を
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